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委託料 6,320 委託料 5393 千円

（予　算） 手数料 199 （決　算） 手数料 141

消耗品 94 消耗品 50 千円

千円

支出事業内容 通信運搬費 445 支出事業内容 通信運搬費 240 千円

主　な 印刷製本費 121 主　な 印刷製本費 116

72

最終予算額 8,523 千円 予算執行率 70.6% トータルコスト(A+B) 10,311 7,804 8,303

人件費計(千円)(B) 2,310 2,206 2,278 2,326

11,246 11,246 499

0

後期高齢者保健事業補助金 延べ業務事務時間 660 660 680 680 680 20
財源名称

健康増進事業費補助金 従事正職員人数 9 9 9 9 9

8,920 合計(A) 8,001 5,598 6,025 8,920

2,326

697 1,193 1,390 1,390 496

合計 8,854 9,631 8,523 8,920 8,920 427

一般財源 808 1,580 468 1,390 1,390 一般財源

7,510 その他特財 7,965

0

その他特財 8,010 8,010 8,014 7,510 7,510 -54 4,860 4,806 7,510

町　債 町　債

20 県支出金 36

0

県支出金 36 41 41 20 20 -15 41 26 20

予算
（千円）

前年比
決算

（千円）
前年比

実 績 実 績 見込 見込

国庫支出金 国庫支出金

実績 見込 見込 実 績 実 績 実績

予算科目
会計 款 項 目 予算上の事業名 事業番号

一般会計 衛生費 保健衛生費 予防費 後期高齢者健康診査事業費 02356

３．事務事業の予算・コスト概要

112.5% 112.5% 750.0% 100.0%

ウ → ウ

イ 個別健診の実施 → イ 委託機関数 機関

    

8 8 8 60 60

9 9 60

90.9% 136.4% 88.2% 88.2%

回

11 11 17 17 17

10 15 15

③主な活動内容 ⑥活動指標

ア 集団健診の実施 → ア 実施回数

    

ウ → ウ

イ → イ 受診率

92.6% 61.7% 65.4% 65.4%

35 35 35 35 35

32 22 23

825 825

790 517 534

92.9% 73.9% 76.3% 64.7%

ア
健診を受診し生活習慣病を予
防し、健康寿命を延ばす → ア

受診者数（集団、個別）
R3より人間ドック費用助成

％

850 700 700

②意図（対象をどのような状態にしたいのか） ⑤成果指標（意図の達成度）

ウ → ウ

イ → イ 人

２．事務事業の対象・意図・活動・成果指標

①対象（誰、何を対象にしているのか）　　 ④対象指標

ア 後期高齢者医療保険者 → ア 被保険者（健診受診対象者） 人
2,450 2,380 2,321 2,350 2,350

2,434 2,379 2,321

単年度繰返し 対象となる概ね７５歳以上の後期高齢者健診対象者に受診券を準備。令和
3年度も2年度同様愛育委員による配布ではなくすべて郵送により送付。町
内各会場で受ける集団健診は例年実施していた6～7月と10～11月に時期
を分けて実施。医療機関で受ける個別健診は6～1月までで町内医療機関
のみであった個別健診実施医療機関を津山市の医療機関にも広げた。後
期高齢者健診対象者についても申請により人間ドックの費用助成を実施し
た。

医療制度改革により、H20年度から「高齢者の
医療確保に関する法律」において75歳以上の後
期高齢者に対する健診は努力義務として位置
づけられた。後期高齢者広域連合が実施主体
となり、生活習慣病の早期発見、早期治療によ
り重症化を予防することが目的とされている。単年度のみ

１．事務事業の概要

①事業期間 ②今年度の事業内容（具体的な内容、事務概要等を簡潔に記載する） ③開始したきっかけ（いつ頃、どんな経緯で）

近藤　和子

施策名 健康づくりの推進 根拠法令等
02356

政策名 こころあたたかい福祉の里づくり 係名 健康係 担当者・シート作成者

事業番号 事務事業名 後期高齢者健康診査事業費 所管課名 保健福祉課 年度課長名 安道　智秋

令和 3 年度　事後評価・決算 簡易 令和4年11月 作成


